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2020年 1-3月期の実質 GDP成長率は前年同月比 6.8％のマイナスであった（図 1）。筆
者はリーマンショック時の最悪期（2009年 1-3月期）、北京駐在で当時の景気後退を肌で感











中国国家統計局の 4 月 17 日の定例記者会見 1では、毛盛勇報道官と香港英字紙 South 
China Morning Post（以下、SCMP）の間に次のような応答があった。 
SCMP「1-3月期のデータはやはり新型コロナウイルス肺炎流行の中国経済に対する大き
な影響がみられるが、4-6月期は中国の今年の成長の転換点になることができるとみるか？」 




るだろう。つまり 4-6月期は明らかに 1-3月期よりも良い、これが基本的趨勢である。」 

















 季節調整値は消費も投資も 2011 年 1月以降毎月確認できる。驚くべきことに、2011 年
からコロナ禍直前まで、消費も投資もほぼ 9年にわたり減少することなく増え続け、2.5倍
に膨れ上がった。コロナ禍以降の推移をみると、投資は 1 月が前月比 3.7％減、2 月が同
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20.0％の大幅減で、2015年 10月つまり 4年以上前の水準にまで落ち込んだ。しかし 3月、













消費はコロナ禍発生以降、2020 年 1 月に前月比 13.1％減となり、2018年 3 月の水準に
まで落ちた。つまり約 2年前に戻ったことになる。その後は 2月 0.04％増、3月 0.4％、4



























































国務院常務会議のサマリー8をみると、就業関連施策は 2019年 7月に 3度（10日、17日、





















2 中華人民共和国国務院新聞弁公室ウェブサイト、国新办举行 4月份国民经济运行情况新闻发布会 



























図 2 コロナ禍による固定資産投資の水準の変化 
 
（注）2011年 1月の季節調整値を 100とし各月のデータを指数化。2本の点線は、上（黄緑）が 2020年




図 3 コロナ禍による社会消費品小売総額の水準の変化 
 













図 5 調査失業率の推移 
 
（資料）CEICのデータを基に筆者作成。 
 
 
